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被服学II（構成・美学など）103
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　　C-38　被服衝攻のだめの衣服圧測定沃
　　　　　式島女子大〇小池芙爺子申村銀子

　目的シ被服の巣則時にかｻる快凄限告さiたげる一要因ら被服より列ﾅ名圧直域

と鸚動ｲ掴松おける被服のストレスの誘発が人体に斗える括杭感俯亦喬乱こ畑ら

含衣月汪^して哀量蛸>2弟]定し。被服柵坂上の機能性に対する客観的冪付けを斗える

た冽ここめ碩哭-^ とり釧ブ査。方汰；ホ
ごも七の構成の動ｲｾ直応寮を測定した。胴着の構成は前合せで長袖のセットインス

リーブつきとある。同型でゆとり量の配置iLかえで構成した。寞験動旅ば肩関節と肘

浬動のモテル動恨を設定した。衣服圧測定の計器は腸着形のズドレングージ左用ヘ
ル型で浅装な構造-^/∂襖試ｲ乍し，そのうちより受瓜面積がα弼丿四俘ぷのl個を便用し

比較しre。ズトレンデージぱずリミクロングージの蝉軸／ガリーし躍抗値/20Q. を用
いよ受圧部はリン青銅，入力ず仁卜部は樹脂の栽料とした。入力ポイント部のiliS

はり,1tm.で高刎牡虹と)3anXある。計器の装若は医療用鮮創膏で肩甲部･上肢部･
肘部の三箇所であ乱動依詩旧おこ名衣服のストレス八体衣^2斗える加圧.*をスト

レンデージの低位浸化としてとらえ。そ紅l増幅して記録したマイクロ又トレン値i

回帰式にて校正してグラムに換算した。鈷果, 2.個の計番の測定効果は受圧面積力づ

cm} 睨近似の淘が筒便と有効であった。計器の装着部位は動作の種類K. より体表部位
^設定す乙とよい。また動作の屈曲部で骨頭寥匹1衣服圧が激増するの弓この計器で

は不適当であるが，仲筋部への装着は効果的である。三根の突験用胴着力着用栢果の
策定11／%で有者胞があり／構成の差-^部会餉にも総合的にも数量前に把握した。


